
誅 ,

と

じ

て

保

存

し

て

く

だ

さ

い
く

市
議
会
議
員
選
挙
の
開
票
が
二
十
四
日
午
後
八
時
か
ら

羽
犬
塚
小
学
校
体
育
館
で
始
ま
っ
た
。
会
場
は
満
員
、
票

の
行
方
に
緊
張
し
た
顔
、
顔
、
顔
…
…
。

速
報
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
に
歓
声
、
拍
手
そ
し
て
た
め
息
。

翌
日
午
前
零
時
す
ぎ
、
戦
い
も
終
り
二
十
五
人
の
新
議

員
さ
ん
が
誕
生
し
ま
し
た
。
〔内
容
は
、ニ
ペ
ー
ジ
に
記
載
〕

■

こ

よ

み

■

１
日
　
第
５４
回
メ
ー
デ
ー

２
日
　
川
と
水
を
守
る
運
動
推
進
大
会

□
八
十
八
夜

３
日
　
憲
法
記
念
日

５
日
　
子
ど
も
の
日

６
日
　
行
政
区
長
会

農
業
委
員
会
　
□
立
夏

８
日
　
講
演
会

″沼
田
曜

一
の
ふ
る
さ

と
人
間
ば
な
し
″
　

□
母
の
日

・２
日
　
計
量
器
定
期
検
査
（１３
日
ま
で
）

水
田
校
区
献
血

‐５
日
　
少
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
ド
ッ
ジ

ボ
ー
ル
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

・７
日
　
真
木
和
泉
守
慰
霊
祭

・９
日
　
身
体
障
害
者
巡
回
相
談

２２
日
　
第
４
回
市
民
芸
能
の
つ
ど
い

２８
日
　
阿
部
進
（教
育
評
論
家
）講
演
会

〔定
例
講
座

・
学
級
〕
保
健
福
祉
学
級

（２５
日
）、
み
の
り
の
大
学
（１６
日
）、

〔相
談
〕
心
配
ご
と
相
談

・
交
通
事
故

相
談
（１２
、
‐９
、
２６
日
）、
公
害
苦
情
相

談

・
消
費
生
活
相
談

。
人
権
法
律
相
談

行
政
相
談

（１８
日
）
、
老
人
健
康
相
談

（
４
、
６
、
■
、
・３
、
・８
、
２０
、
２７
日
）、

雄
婦
相
談

（１２
、
２６
日
）。

今
月
の
税
　
軽
自
動
車
税
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開票される市議会議員選挙 (24日 羽犬塚小学校)
わたしたちの一票が、どう生かされたでしょうか。

統

一
地
方
選
終
る

２５
人

の
新
市
議
が
き
ま
る

知
事
に
奥
田

氏

。
県
議
に
牛
島

氏

一
ヵ
月
に
わ
た
る
長
い
統

一
地
方
選

も
十
日
の
県
知
事

・
県
議
選
、
そ
れ
に

二
十
四
日
の
市
議
選
の
投
票
日
で
終
わ

り
、
新
し
い
地
方
政
治
の
代
表
者
が
そ

れ
ぞ
れ
決
ま
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
、
新
し
い
政
治
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。

住
み
よ
い
明
る
い
筑
後
市
を
つ
く
る

た
め
に
努
力
さ
れ
る
よ
う
期
待
し
た
い

も
の
で
す
。

知
事

・
県
議
選
、
市
議
選
の
結
果
は

次
の
と
お
り
で
す
。

知

事

・
県

議

選

□
県
知
事

（本
市
得
票
の
み
）

一
二
、
五
九
二
　
亀
井
　
光
　
無
現

一
一
、
〇
九
五
　
奥
田
八
二
　
無
新

□
県
議
会
議
員

当

一
〇
、
〇
三
入
　
牛
島
　
巌
　
無
新

次
　
九
、
二
九
六
　
蔵
内
勇
夫
　
無
新

四
、
八

一
五
　
岡
　
昭
寿
　
無
新

四
六
〇
　
内
野
淳

一　
共
新

投
票
状
況

当
日
有
権
者
＝
二
九
、
六
五

一
人

（男

一
三
、
七
〇
九
人
、
女

一
五
、
九
四

二
人
）
投
票
数
＝
二
五
、
二
四
九
人

（男

一

三
六
三
人
人
、
女

一
一二
、
六

一
一
人
）

投
票
率
十
八
五
二

五
紀

（男
人
四
・

八
九
雀
、
女
八
五
と
一八
£
）

▽
知
事
選
は
、
選
挙
前
の
予
想
ど
お
り
、

亀
井

・
奥
田
両
候
補
の
接
戦
と
な
り
、

筑
後
市
で
は
亀
井
光
候
補
が
、
わ
ず
か

に
得
票
数
が
上
ま
わ
っ
た
が
、
県
全
体

で
は
奥
田
氏
が
約
六
万
票
の
差
を
つ
け

て
当
選
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、県
議
選
で

も
知
事
選
同
様
に
接
戦
と
な
っ
た
が
、

わ
ず
か
に
七
四
二
票
の
差
で
牛
島
巌
氏

が
県
議
に
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

市

　

議

　

選

径
祟
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

（あ
ん
分
端
数
切
捨
て
）

当

一
、
二
人
七
　
江
崎
　
一
郎
　
無
現

当

一
、　
一
九
八
　
桜
井
　
　
清
　
自
現

当

一
、　
一
九
二
　
野
田
　
武
彦
　
無
新

当

一
、　
一
四

一　
山
口
　
　
肇
　
公
現

当

一
、　
一
〓

一　
住
吉
　
　
満
　
公
現

当

一
、　
一
〓

一　
田
島
　
雅
弘
　
無
新

当

一
、
〇
五
〇
　
貝
田
　
忠
敏
　
無
現

当

一
、
〇
三
二
　
福
田
　
展
徳
　
白
現

当

一
、
○
〇
六
　
樋
口
　
正
俊
　
自
現

当
　
　
九
九
四
　
角
　
　
勝
記
　
無
現

当
　
　
九
八
四
　
弥
吉
治

一
郎
　
社
現

当
　
　
九
四
二
　
篠
原
　
信
夫
　
無
新

当
　
　
九
二
四
　
田
中
　
初
雄
　
無
新

当
　
　
八
九
入
　
牛
島
　
　
力
　
自
現

当
　
　
八
九
〇
　
水ヽ
田
　
　
侃
　
無
現

当
　
　
八
六
六
　
富
安
　
隆
卿
　
無
新

当
　
　
人
四
八
　
中
島
　
実
男
　
無
新

当
　
　
人

一
四
　
野
間
口
利
視
　
無
新

当
　
　
人

一
四
　
横
薄
　
利
明
　
白
現

当
　
　
八
〇

一　
馬
場
　
節
夫
　
社
現

当
　
　
七
九
四
　
水
田
　
信
夫
　
無
現

当
　
　
七
四
九
　
門
田
　
司
郎
　
社
現

当
　
　
七
三
七
　
本
下
　
秀
吉
　
無
現

当
　
　
七
三
六
　
宮
崎
　
輝
光
　
社
新

当
　
　
七
二
五
　
松
竹
　
常
人
　
無
新

次
　
　
七

一
一　
大
鶴
　
親
生
　
無
新

六
四
二
　
加
賀
田
和
子
　
無
新

五
九
五
　
萩
尾
　
比
路
　
無
新

五
二
人
　
渡
辺
　
勝
馬
　
共
新

投
票
状
況

当
日
有
権
者
＝
二
九
、
六
五
四
人

（男

一
二
、七
〇
七
人
、
女

一
五
、
九
四

七
人
）
投
票
数
＝
二
六
、
四
〇

一
人

（男

一

一
一、
〇
五
七
人
、
女

一
四
、
三
四
四
人
）

投
票
率
＝
八
九
・〇
三
で

（男
八
七
・

九
六
で
、
女
八
九
。九
五
■
）

▽
投
票
率
八
九

・
〇
三
で
は
、
最
近

の
市
議
選
の
投
票
率

（四
十
六
年
＝
九

二

・
〇
六
で
、
五
十
年
＝
九
二

・
八
九

ど
、
五
十
四
年
＝
八
九

・
九
四
で
）
に

比
べ
る
と
最
低
の
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

こ
ん
ど
の
選
挙
で
、
市
明
る
い
選
挙

推
進
協
議
会
で
は
、
二
月
二
十
三
日
に

″酒
の
追
放
″　
″地
区
推
薦
、
炊
き
だ

し
の
廃
止
〃　
″買
収
、
供
応
な
ど
の
追

放
″
を
決
め
て
、
候
補
者
や
有
権
者
に

呼
び
か
け
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
立
候
補
予
定
者

（
一
部
の
予

定
者
を
除
く
）
が
、　
″ポ
ス
タ
ー
の
共

同
掲
示
板
設
置
″
を
申
し
合
わ
せ
て
、

ま
ち
を
汚
さ
な
い
選
挙
や
、
選
挙
カ
ー
な

ど
運
動
期
間
を
五
日
間
短
縮
す
る
な
ど

前
回
の
市
議
選
か
ら
、
静
か
な
選
挙
が

す
す
め
ら
れ
ま
し
た
。
又
、今
回
は
立
候

補
者
数
が
多
か
っ
た
た
め
か
、
政
策
の

街
頭
演
説
が
目
立
ち
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
新
し
く
選
ば
れ
た
二
十
五

人
の
市
議
会
議
員
さ
ん
に
は
、
有
権
者

に
訴
え
ら
れ
た
政
策
を
基
本
に
、
筑
後

市
発
展
の
た
め
、
議
員
活
動
に
精
進
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

９

・
‐０
日
に
初
議
会

新
し
い
議
会
の
議
長
や
委
員
会

所
属
な
ど
を
き
め
る
最
初
の
市
議

会
が
、
五
月
九
日
、
十
日
に
開
か

れ
る
予
定
で
す
。

(2)



昭和 58年 5月 1日  349号広 報 ち く ご

斉

清

掃

期

間

五
月
八
日
～

五
月

二
十

二
日

各
行
政
区
の
実
施
計
画
に
参
加
し
ま
し
ょ
う

″
川
と
水
を
き
れ
い
に
し
よ
う
″
と

昭
和
五
十
五
年
か
ら
市
民
総
ぐ
る
み
の

活
動
で
、
住
み
よ
い
環
境
づ
く
り
を
す

す
め
て
き
ま
し
た
。

昭
和
五
十
六
年
は
、
そ
の
活
動
と
成

果
が
認
め
ら
れ
、

「
日
本
の
水
を
き
れ

い
に
す
る
会
」
か
ら
表
彰
を
受
け
ま
し

た
。
三
年
目
の
五
十
七
年
に
は
、
全
行

政
区
が
賛
同
さ
れ
い
よ
い
よ
活
動
が
定

着
し
て
き
ま
し
た
。

四
年
目
を
迎
え
る
今
年
は
、
い
ま
ま

で
の
運
動
を
更
に
発
展
さ
せ
る
た
め
、

日
常
活
動
の
定
着
を
図

っ
て
、
水
と
人

と
の
ふ
れ
あ
い
が
で
き
る
環
境
づ
く
り

を
す
す
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

８
日
か
ら
２２
日
ま
で

市
内
一斉
清
掃
期
間
で
す

五
月
八
日
か
ら
二
十
二
日
ま
で

「第

四
回
川
と
水
を
守
る
市
民
運
動
」
の

一

環
と
し
て
、
下
排
水
路
な
ど
の
全
市

一

斉
清
掃
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

み
ん
な
の
生
活
環
境
を
守
る
た
め
川

と
水
を
守
る
市
民
運
動
推
進
連
絡
協
議

会

（会
長
田
中
虎
市
市
長
ほ
か
二
十
七

団
体
）
で
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご

協
力
で
、
下
水
濤
や
農
業
用
排
水
路
な

ど
の
清
掃
作
業
を
実
施
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

ヘ
ド
ロ
で
流
れ
の
悪
か
っ
た
川
も
、

み
ち
が
え
る
ほ
ど
き
れ
い
に
な

っ
て
き

て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
″ゴ
ミ
の
不
法

投
棄
や
河
川
の
汚
れ
″
が
め
だ
ち
ま
す
。

美
し
い
自
然
を
と
り
も
ど
し
、
住
み

よ
い
生
活
環
境
を
つ
く
る
た
め
に
、
今

年
も
総
ぐ
る
み
で
、
こ
の

一
斉
清
掃
に

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

シ
ン
ボ
ル
ぃソ
ー
ン
を

つ
く
り
ま
す

市
内
の
用
水
路
の

一
部
に

「
モ
デ
ル

地
区
」
を
つ
く
っ
て
、
そ
こ
に
は
魚
が

群
れ
遊
ぶ
場
所
を
つ
く
る
計
画
で
す
。

タ
メ
マ
ス
設
置
の

調
査

・
研
究

家
庭
排
水
に
よ

っ
て
河
川
の
汚
れ
が

目
立

っ
て
い
ま
す
。
各
家
庭
に

「
タ
メ

マ
ス
」
を
設
置
す
る
た
め
の
調
査

・
研

究
を
す
す
め
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
空
カ
ン

・
空
ビ
ン
の
回

収
、
家
庭
維
排
水
の
浄
化
、
石
け
ん
使

用
の
普
及
な
ど
、
日
常
生
活
の
な
か
で

推
進
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。み
ん
な
で
、
き
れ
い
な
住
み
よ
い
環

境
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

田
口
■
・

同lJ

回
は
、
同
和
対
策
事
業
が
進

む
中

で
、
生
ま
れ
て
き
た

「逆
差
別
意
識
」
の
問
題
に
触
れ
ま

し
た
。
私
た
ち
日
本
人
の
意
識
の
中
に
は

江
戸
時
代
の
封
建
体
制
を
維
持
す
る

た
め
に
活
用
さ
れ
た
儒
教
の
中
で
も

と
く
に
朱
子
学
の
影
響
が
、
現
在
で

も
根
強
く
残

っ
て
い
ま
す
。

個
人
の
人
権
を
無
視
し
た

「
隣
の

家
で
蔵
が
建
て
ば
、
腹
が
立
つ
～
出

る
ク
イ
は
打
た
れ
る
ヽ
上

見
て
暮
ら
す
な
、
下
見
て

暮
ら
せ
」
式
の
教
化
が
強

制
さ
れ
た
結
果
と
し
て
、

お
互
い
の
人
権
を
否
定
し

あ
い
、
人
間
を
傷
つ
け
あ

い
、
身
分
不
相
応
の
幸
福

を
求
め
る
こ
と
を
抑
制
す

る
社
会
意
識
を
形
成
し
て

き
ま
し
た
。

人
間
は
、
誰
で
も
幸
せ

に
生
き
た
い
と
い
う
願
い
を
持

っ
て

い
ま
す
。

こ
の
幸
せ
に
生
き
た
い
と
い
う
願

い
を
不
当
に
侵
害
し
、
踏
み
に
じ
っ

て
い
る
現
実
―
―
。
こ
れ
が
現
実
の

「同
和
」
問
題
の
姿
な
の
で
す
。

こ
の
シ
リ
ー
ズ
を
通
し
て
、
部
落

形
成
の
歴
史
や
社
会
的
な
背
景
、
部

落
差
別
の
現
実
や
解
放
へ
の
と
り
く

み
の

一
端
に
触
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
中
で
、
い
ぜ
ん
と
し
て
厳
し

い
差
別
の
実
態
が
あ
る
こ
と
も
明
ら

か
に
し
て
き
ま
し
た
。

戦
後
、
私
た
ち
は
、
主
権
在
民
、

平
和
主
義
ド
基
本
的
人
権
の
尊
重
を

基
本
理
念
と
す
る
民
主
的
な
憲
法
を

持
ち
、
個
人

一
人
ひ
と
り
の
人
権
が

大
事
に
さ
れ
る
民
主
的
な
社
会
の
実

現
の
た
め
に
努
力
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
現
実
の
社
会
の
実
態
は

身
体
の
弱
い
人
や
男
女
、
学
歴
や
出

身
校
、
家
柄
、
社
会
的
地
位
、
職
業

国
籍
、
人
種
の
別
な
ど
に
よ
る
差
別

意
識
が
、
部
落
差
別
と
は
同
質
と
は

い
え
ま
せ
ん
が
こ
れ
を
支

え
る
土
壊
と
し
て
、
ま
だ

ま
だ
残

っ
て
い
る
こ
と
も

否
定
で
き
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
差
別
意
識

は
、
自
分
よ
り
不
幸
な
人

を
見
く
だ
し
、
踏
み
に
じ

る
こ
と
で
、
幸
福
感
を
味

わ
う
と
い
う
日
本
人
の
意

識
を
根
本
か
ら
問
い
直
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
意
味
で
こ
れ
か
ら
の
私
た
ち
の
大

き
な
課
題
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

部
落
問
題
は
、
単
に
同
和
地
区
の

人
た
ち
だ
け
の
問
題
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
民
主
的
な
社
会
を
つ
く
る
た
め

に
私
た
ち
の
生
活
の
し
き
た
り
や
仕

組
み
に
不
合
理
な
も
の
が
な
い
か
、

市
民
の
み
な
さ
ん
の
生
き
方
を
考
え

直
す
必
要
が
あ
り
そ
う
で
す
。

こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
、
こ
れ
で
終
り

ま
す
。

（来
月
号
は
新
企
画
を
計
画
中
）

部 落 差 別 を な く そ う⑩

同和問題は

みんなの課題

(3)



広 報 ち く ご

５
月

１１
日

～

２０
日
ま

で

春
の
交
通
安
全
市
民
運
動
が
五
月
十

一
日
か
ら
二
十
日
ま
で
の
十
日
間
、
市

内
各
地
で

一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
①

「粗
暴
運
転
、
め
い
わ
く
交
通
を
追

放
し
、
正
し
い
交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー

を
身
に
つ
け
交
通
事
故
を
な
く
そ
う
」

を
合

い
言
葉
に
、
筑
後
市
交
通
安
全
対

策
協
議
会
の
主
催
で
行
わ
れ
ま
す
。

次
の
四
つ
の
柱
を
中
心
に
運
動
を
展

開
し
ま
す
。

運

動

の

主

な

柱

□
青
少
年
運
転
者
の
安
全
運
転
の
確
保

特
に
安
全
速
度
の
励
行

□
二
輪
車
の
安
全
利
用
、
特
に
交
差
点

で
の
安
全
確
認
の
励
行
と
ヘ
ル
メ
ッ
ト

着
用
の
徹
底

□
歩
行
者
及
び
自
転
車
利
用
者
、
特
に

子
ど
も
と
老
人
の
交
通
事
故
の
防
止

ロ
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
推
進

こ
の
四
つ
の
柱
を
か
か
げ
運
動
期
間

中
、
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。
交
通

安
全
市
民
運
動
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

□
の
推
進
に
は

①
若
年
運
転
者

（青
少
年
運
転
者
）
の

無
謀
運
転
を
な
く
し
、
運
転
者
と
し
て

の
社
会
的
責
任
の
自
党
を
促
す
た
め
、

地
域
、
職
場
、
家
庭
な
ど
で
若
年
運
転

者
に
指
導
、
教
育
を
強
化
し
ま
す
。

②
安
全
速
度
の
励
行
と
無
謀
運
転
追
放

気
運
を
高
め
る
た
め
の
啓
も
う
と
ス
ピ

ー
ド
違
反
、
飲
酒
運
転
、
無
免
許
運
転

な
ど
悪
質
違
反
の
取
締
り
を
強
化
し
ま

す
。

③
暴
走
族
を
追
放
す
る
た
め
、
広
く
市

民
に
暴
走
族
の
反
社
会
性
を
強
く
訴
え

「暴
走
を
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、
見
に

行
か
な
い
」
の
趣
旨
の
徹
底
を
図
り
、

地
域
、
職
場
、
学
校
、
家
庭
な
ど
が

一

体
と
な

っ
て
追
放
の
気
運
を
盛
り
上
げ

ま
す
。

④

「無
車
検
」

・
「無
保
険
」
自
動
車

な
ど
の
運
転
防
止
を
徹
底
す
る
。
特
に

原
動
機
付
自
転
者
の
保
険
加
入
の
促
進

を
図
り
ま
す
。

⑤
運
転
者
の
方
に
は
講
習
会
、
街
頭
指

導
な
ど
で

「
ゆ
と
り
」
と

「
ゆ
ず
り
あ

い
」
の
精
神
を
も

っ
て
運
転
さ
れ
る
よ

う
呼
び
か
け
、
運
転
マ
ナ
ー
の
向
上
を

図
り
ま
す
。

□
の
推
進
に
は

①
二
輪
車
の
特
性
に
合

っ
た
安
全
運
転

を
心
が
け
ら
れ
る
よ
う
に
地
域
、
学
校

職
場
、
家
庭
な
ど
で
指
導
を
強
化
し
ま

す
。

②
交
差
点
で
の
安
全
確
認
、　
一
時
停
止

の
励
行
、
大
型
車
に
対
す
る
注
意
と
ヘ

ル
メ
ッ
ト
着
用
の
効
果
、
正
し
い
着
用

方
法
に
重
点
を
お
い
た
指
導
を
し
ま
す
。

□
の
推
進
に
は

①
歩
行
者
、
特
に
子
ど
も
と
老
人
の
安

全
を
図
る
た
め
、
通
園
、
通
学
路
を
は

じ
め
、
学
校
周
辺
、
住
宅
地
域
、
商
店

街
な
ど
生
活
道
路
の

一
斉
点
検
と
自
転

車
の
安
全
を
図
る
た
め
、
路
側
帯

「自

転
車
歩
道
通
行
可
」
の
歩
道
、
自
転
車

横
断
帯
な
ど
の
点
検
整
備
を
積
極
的
に

す
す
め
ま
す
。

②
保
護
者
、
特
に
母
親
ぐ
る
み
の
家
庭

で
の
交
通
安
全
教
育
。
就
学
児
童
、
園

児
に
は
、
学
校
、
保
育
所

（園
）
と

一

緒
に
通
学
、
通
園
路
を
は
じ
め
、
帰
宅

後
も
正
し
い
交
通
ル
ー
ル
、
特
に
、
正

し
い
横
断
方
法
、
大
型
車

へ
の
注
意
、

線
路
へ
の
立
入
禁
止
な
ど
に
つ
い
て
の

交
通
安
全
教
育
に
力
を
入
れ
ま
す
。

③
子
ど
も
、
老
人
、
身
体
障
害
者
の
方

に
つ
い
て
は
横
断
の
と
き
の
誘
導
、
通

行
の
安
全
を
脅
か
す
違
反
行
為
の
取
締

り
と
保
護
活
動
を
徹
底
し
ま
す
。

日
の
推
進
に
は

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
効
果
と
正
し

い
着
用
方
法
を
周
知
さ
せ
る
た
め
、
シ

ー
ト
ベ
ル
ト
着
用

「
モ
デ
ル
事
業
所
」

の
指
定
を
さ
ら
に
す
す
め
職
場
、
地
域

ぐ
る
み
の
着
用
を
図
り
ま
す
。

５
月
１２
日
は

蜘
彙
洋
鶴
す
轟
追
放
運
動
推
進
大
会

五
月
十
二
日

（木
）
午
後

一
時
二
十

分
か
ら
市
民
会
館
で
、

「粗
暴
運
転

・

め
い
わ
く
交
通
追
放
運
動
推
進
大
会
が

筑
後
警
察
署
や
市
を
は
じ
め
各
団
体
の

関
係
者
約
五
百
人
を
予
定
し
て
開
か
れ

ま
す
。
こ
の
大
会
は
、
無
免
許
運
転
、
酒
酔

い
運
転
、
ス
ピ
ー
ド
違
反
な
ど
の
恐
し

い
粗
暴
運
転
や
、
め
い
わ
く
交
通
の
追

放
の
た
め
の
運
動
を
地
域
や
家
庭
の
中

で
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
、
交
通
事
故

を
な
く
そ
う
と
開
か
れ
る
も
の
で
す
。

あ
な
た
も

「粗
暴
運
転

・
め
い
わ
く

交
通
追
放
運
動
推
進
大
会
」
に
積
極
的

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

春

の

父

通

安

全

市

民

運

動

昭不日58F,5月 l H  34 9号

(111',1.(ft'Iヽ
ケ

＼＼＼＼
多
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昭和 58年 5月 1日  349号広 報 ち くご

掛谷明弘ちやん

(昭和57年 3月 18日 生)

掛谷泰教さん (25)、 由美子

さん (25)の 長男。(徳久区)

手におえない「わんぱく坊

ゃ」で家族全員がでんやわん

やの毎日です。「丈夫に育っ

てほしい」と由美子さん。

５
月
３０
日
は

「消
費
者
の
日
」

賢
い
消
費
者
に
な
ろ
う

五
月
二
十
日
は

「消
費
者
の
日
」
で

す
。
昭
和
五
十
三
年
に
制
定
さ
れ
今
年

で
六
回
日
で
す
。

消
費
者
の
自
党
を
さ
ら
に
高
め
る
と

と
も
に
、
事
業
者
に
消
費
者
保
護
の
精

神
を

一
層
普
及
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

「消
費
者
の
日
」
に
ち
な
ん
で
、
こ
の

と
こ
ろ
苦
情
が
増
え
て
き
て
い
る
訪
問

販
売
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き

込
ま
れ
な
い
た
め
に

訪
問
販
売
と
は
、
セ
ー
ル
ス
マ
ン
が

家
庭
や
職
場
を
訪
問
し
て
、
商
品
の
購

入
申
し
込
み
を
受
け
た
り
、
売
買
契
約

を
結
ん
だ
り
す
る
販
売
方
法
を
言
い
ま

す
。訪
間
販
売
は
、
主
と
し
て

「訪
問
販

売
等
に
関
す
る
法
律
」
で
、
商
取
引
に

関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
ら
な
い
よ
う

営
業
方
法
な
ど
が
規
制
さ
れ
て
い
ま
す

一
方
、
消
費
者
を
保
護
す
る
た
め
に

一
定
の
条
件
の
下
に
売
買
契
約
の
解
除

な
ど
が
で
き
る
制
度

（
ク
ー
リ
ン
グ

・

オ
フ
制
度
）
が
特
別
に
認
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
セ
ー
ル
ス
マ
ン
の
勧

誘
方
法
が
誇
大

。
強
引
で
あ
る
こ
と
な

ど
か
ら
生
じ
る
ト
ラ
ブ
ル
は
後
を
絶
ち

ま
せ
ん
。

消
費
者
の
方
は
、
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き

込
ま
れ
な
い
た
め
に
、
訪
間
販
売
を
利

用
す
る
と
き
は
次
の
よ
う
な
点
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

①
販
売
業
者
は
氏
名

。
商
品
の
種
類
な

ど
を
明
示
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

②
申
し
込
み
は
慎
重
に
　
一③
ク
ー
リ
ン

グ
・オ
フ
制
度
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

訪
間
販
売
で
の
ト
ラ
ブ
ル
は
、
消
費

生
活
相
談

（市
商
工
観
光
課
電
③
四

一

一
一
）
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

赤
ち
ゃ
ん
登
場
④

伝

一言

板

県
で
は
次
の
と
お
り
移
動
県
政
相

談
を
開
き
、
年
金

・
福
祉

・
道
路

・

河
川

・
衛
生

・
公
害

・
消
費
生
活

・

交
通
事
故
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◇
日
時
　
五
月
二
十
六
日
午
後

一
時

か
ら
四
時
ま
で

◇
場
所
　
八
女
市
町
村
会
館

詳
し
く
は
県
総
務
部
広
報
室

（電

男
一下
六垂

上
≡
西
）
へ
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

困

っ

た

と

き

は

気

軽

に

派

出

所

ヘ

警
察

へ
の
要
望
や
、
困

っ
た
と
き

は
、
気
軽
に
近
く
の
派
出
所
や
駐
在

所
へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

警
察
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
安

全
と
住
み
よ
い
社
会
を
つ
く
る
た
め

防
犯
活
動
に
力
を
い
れ
て
い
ま
す
。

特
に
、
み
な
さ
ん
の
身
近
な
と
こ

ろ
で
、
そ
の
役
割
を
し
て
い
る
の
が

派
出
所
や
駐
在
所
に
勤
務
し
て
い
る

警
察
官
で
す
。

交
通
事
故

・
少
年
少
女
の
非
行

・

暴
力

・
覚
せ
い
剤
な
ど
の
こ
と
で
困

っ
て
い
る
方
は
、
遠
慮
な
く
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

一
一
〇
番
か
ら
の
お
願
い

一
一
〇
番
は
、
緊
急
通
報
用
の
電

話
で
す
。
緊
急
で
な
い
と
き
に

一
一

〇
番
を
使
い
ま
す
と
事
件
事
故
の
通

報
の
と
き
に
話
し
中
に
な
っ
て
困
り

ま
す
。
急
ぐ
場
合
だ
け

一
一
〇
番
を
使
い

他
の
用
作
は
、
筑
後
警
察
署

「電
話

（⑫
三

一
〇
八
」
に
お
願
い
し
ま
す
。

国
税
専
門
官
を
募
集

国
税
庁
で
は
、
５９
年
度
採
用
の
国

税
専
門
官
を
次
の
と
お
り
募
集
中
で

す
。

◇
受
験
資
格
　
昭
和
３‐
年
４
月
２
日

～
同
３７
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人
◇
受
付
期
間
　
５
月
１６
日
～
２３
日

◇
試
験
日
　
第
１
次
試
験
＝
７
月
９

日

ｏ
ｌＯ

日

受
験
申
込
用
紙
の
請
求
な
ど
、
詳

し
く
は
八
女
税
務
署
へ
。

自

動
車

税

の
納
税

は

５
月

３‐
日
ま
で

自
動
車
税
の
納
期
は
、
５
月
３．
日

ま
で
で
す
。
納
期
ま
で
に
納
め
て
く

だ
さ
い
。

自
動
車
を
売

っ
た
り
、
ス
ク
ラ
ッ

プ
に
し
た
と
き
は
、
陸
運
事
務
所
で

登
録
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。
手
続

き
を
他
人
に
依
頼
し
た
と
き
は
、
そ

の
手
続
き
が
済
ん
だ
こ
と
を
確
認
し

て
く
だ

さ

い
。

写
真

コ
ン
ク
ー
ル

に
応
募
し
ま
せ
ん
か

郵
政
省
が
昭
和
三
十
八
年
に
簡
保

。
年
金
資
金
の
運
用
を
再
開
し
て
以

来
満
三
十
年
を
迎
え
た
こ
と
を
記
念

し
て
、
次
の
と
お
り
写
真
コ
ン
ク
ー

ル
を
実
施
し
ま
す
。

◇
テ
ー
マ
　
簡
保

。
年
金
資
金
で
つ

く
ら
れ
た
施
設
ま
た
は
簡
易
保
険
、

郵
便
年
金
加
入
者
福
祉
施
設
を
題
材

と
す
る
作
品

◇
サ
イ
ズ
　
カ
ラ
ー

「四
ッ
切
」
ま

た
は
「ス
ラ
イ
ド

（３５
ｍ
以
上
ご
、

自
黒

「四
ッ
切
」

◇
応
募
期
間
　
エハ
月
二
十
日
ま
で

◇
応
募
先
　
も
よ
り
の
郵
便
局

詳
し
く
は
筑
後
郵
便
局
保
険
課
（電

③
一
一三
七
〇
）
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

団
　
口貝
　
募

集

日
中
友
好
「九
州
青
年
の
船
」

日
本
と
中
国
の
友
好
親
善
と
郷
土

発
展
に
努
力
す
る
健
全
な
九
州
青
年

の
育
成
を
目
的
と
す
る
、
日
中
友
好

「九
州
青
年
の
船
」
が
８
月
２９
日
か

ら
９
月
１１
日
ま
で
中
華
人
民
共
和
国

（上
海

・
天
津

・
北
京
）
を
訪
問
し

ま
す
。
希
望
者
は
５
月
２５
日
ま
で
に
、
市

福
祉
事
務
所
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
募
集
人
員
は
福
岡
県
で
四
十
二

人
、
参
加
者
負
担
金
は
七
万
三
千
円

詳
し
く
は
同
事
務
所
庶
務
係
へ
。

が 移

開 動

か 県

れ 政

ま 相

す 談
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表1 昭和57年度男女別死因別割合

三
大
死
亡
原
因
が
成
人
病
′

―

筑
後
市
の
５７
年
度
死
亡
調
査
―

筑
後
市
の
死
亡
調
査
は
つ
ぎ
の
と
お

り
で
す
。
ガ
ン

・
脳
卒
中

。
心
臓
病
の

三
大
成
人
病
が
全
体
の
６８

，
９
％
を
占

め
て
い
ま
す
。
な
か
で
も
心
臓
病
は
５６

年
度
の
ト
ッ
プ
の

″ガ
ン
″
を
抜
い
て

第

一
位
に
躍

り
出
ま
し
た

以
前
か
ら
欧

米
で
は
心
臓

病
が
死
亡
原

因
の
ト
ッ
プ
を
占
め
て
お
り
、
本
市
で

も
欧
米
に
肩
を
並
べ
た
わ
け
で
す
が
、

決
し
て
喜
ば
し
い
こ
と
と
は
い
え
ま
せ

ん
。
二
位
の
ガ
ン
で
す
が
、
肝
臓
ガ
ン

が
ガ
ン
全
体
の
３‐

．
５
％
、
胃
ガ
ン
が

２‐

．
０
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

と
く
に
肝
臓
ガ
ン
は
、
４０
歳
か
ら
６０

歳
代
を
ピ
ー
ク
に
増
え
続
け
て
い
る
の

で
す
。
こ
の
こ
と
は
、
私
た
ち
の
三
人

に
二
人
は
成
人
病
で
死
亡

し
、
そ
の
う
ち
の

一
人
が

ガ
ン
で
死
亡
し
て
い
る
と

も
い
え
ま
す
。

「生
き
が
い
を
も

っ
て
、

い
つ
ま
で
も
長
生
き
を
し

た
い
」
と
は
、
い
つ
も
変

ら
ぬ
私
た
ち
の
切
な
る
願

い
で
す
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
成

人
病
は
、
長
い
間
の
私
た

ち
の
生
活
習
慣
に
深
く
関

わ
り
合

っ
て
い
る
た
め
、

そ
の
予
防
は
個
人
又
は
、
家
族
の
自
発

的
な
健
康
行
動
な
く
し
て
は
期
待
で
き

ま
せ
ん
。

一
人

一
人
が
自
分
の
こ
と
と
考
え
、

正
し
い
生
活
習
慣
の
改
善
が
迫
ら
れ
て

い
ま
す
。

〇

ルゝ

図 1 昭和57年度死因別割合

わ
が
国
に
お
い
て
は
、
戦
後
経
済
の

高
度
成
長
に
よ
り
、
国
民
の
収
入
が
増

え
、
昭
和
四
十
年
以
降
は
栄
養
素
の
欠

乏
症
は
見
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
が
、

最
近
で
は
過
食
や
運
動
不
足
に
よ
り
、

逆
に
肥
満
、
糖
尿
病
、
循
環
器
疾
息
な

ど
、
過
剰
栄
養
に
よ
る
疾
患
が
増
加
し

つ
つ
あ
る
こ
と
は
す
で
に
知
ら
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
生
活
の
夜
間

へ
の
拡
大
は
、
生
活
の
リ
ズ
ム
を
狂
わ

せ
、
食
事
の
と
り
方
を
不
規
則
に
し
て

い
ま
す
。
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
の
氾
濫
、

外
食
の

一
般
化
、
食
品
添
加
物
や
農
薬

に
よ
る
食
品
汚
染
な
ど
も
あ
り
、
生
活

の
合
理
化

・
多
様
化
は
必
ら
ず
し
も
健

康
問
題
に
プ
ラ
ス
に
は
働
ち
い
て
い
な

い
の
で
す
。
食
べ
も
の
が
あ
ふ
れ
、
過

剰
栄
養
が
問
題
に
な

っ
て
い
る
時
代
に

ビ
タ
ミ
ン
」
不
足
に
よ
る
脚
気
が
再
発

し
、
若
い
女
性
に
多
い
貧
血
や
や
せ
、

さ
ら
に
不
定
愁
訴
が
多
い
人
々
の
出
現

は
こ
れ
ら
の

一
つ
の
結
果
と
も
言
え
ま

す
。
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
自
由
に
欲

し
い
物
が
食
べ
ら
れ
る
豊
か
さ
が
、
体

を
む
し
ば
む
現
代
、
私
た
ち

一
人

一
人
が

正
し
い
知
識
を
持

っ
て
食
生
活
を
見
直

す
べ
き
で
す
。
次
号
よ
り
こ
の
欄
は
正

し
い
食
生
活
シ
リ
ー
ズ
で
す
。
ご
参
考

く
だ
さ
い
。

保
食

生

活

を

見

直

そ

う

―

正
し
い
栄
養
知
識
か
ら

―

健
衛
/生

死囚
性別
男 女 計 率

ガ ン 30 27 57 21.3%

脳   卒   中 30 31 61 22.8

心  臓  病 30 36 66 24.7

老 衰 6 10 16 6.0

肝硬変及び肝 炎 5 2 7 2.6

感昌・肺炎,気管支炎 12 9 21 7.9

不 慮 の 事 故 10 4 14 5.2

そ  の  他 11 14 25 9.5

計 134 133 267 100 その他

95%
心臓病

247%

脳卒中

228%
ン

％

ガ

２‐

ユ
1' 健康とは食べる量とからだに必要な量が

バランスとれていること
,

ば

塩

た☆

☆ …… 1日 109程度に

こ ……控えめに

濡,・・…。標準体重に月巴☆

(6)
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４

日

６

日

９

日

Ю

日
12

日
17

日
,3

日今

月

の

予

防

接

種

ジ
フ
テ
リ
ア
、
百
日
ぜ
き
、
破
傷
風
予

防
接
種

（三
種
混
合
予
防
接
種
）

Ｈ
日

ｏ
２５
日
　
市
内
全
域
の
生
後
二
十

四
ヶ
月
か
ら
四
十
八
ヶ
月
未
満
の
お
子

さ
ん
が
対
象
で
す
。

一
期
は
二
歳
に
な
っ
て
毎
月
続
け
て

三
回
う
け
る
。
二
期
は

一
期
が
終
っ
て

一
年
か
ら

一
年
半
の
間
に

一
回
う
け
る
。

こ
の
間
に
接
種
で
き
な
か
っ
た
る
子

さ
ん
は
、
七
十
二
ヶ
月
を
限
度
と
し
て

二
種
混
合

（ジ
フ
テ
リ
ア

・
破
傷
風
）

予
防
接
種
を
う
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
本
脳
炎
予
防
接
種

〔対
象
者
〕
三
歳
以
上
の
幼
児
か
ら
大

人
ま
で
。
た
だ
し
、
三
歳
児
で
六
月
に

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
を
受
け

る
人
、
二
十
日
以
内
に
他
の
予
防
接
種

を
受
け
た
人
を
除
き
ま
す
。

〔接
種
方
法
〕
初
年
に
二
回

（
７
日
～

‐４
日
の
間
隔
）
と
翌
年

一
回
で
基
礎
免

健
康
相
談

一
歳
半
児
健
康
相
談

一
歳
半
児
健
康
相
談

胃
ガ
ン
検
診
　
□
日
本
脳
炎
予

防
接
種

胃
ガ
ン
検
診

□
三
種
混
合
予

防
接
種
　
□
日

本
脳
炎
予
防
接

種
　
□
健
康
相

談胃
ガ
ン
検
診

□
妊
婦
相
談

□
日
本
脳
炎
予

＼

健
康
相
談
　
□
日
本
脳
炎
予
防

接
種
日
本
脳
炎
予
防
接
種

日
本
脳
炎
予
防
接
種
　
□
健
康

相
談
日
本
脳
炎
予

防
接
種

三
種
混
合
予

防
接
種

日
本
脳
炎
予

防
接
種

□
津
島
東
健

康
相
談

乳
児
検
診

□
日
本
脳
炎
予
防
接
種
　
□
健

康
相
談

日
本
脳
炎
予
防
接
種

リ

疫
が
で
き
ま
す
。
学
童
は
隔
年
毎
に
接

種
し
ま
す
が
、　
一
般
成
人
は
三
～
四
年

に

一
回
、
近
く
の
会
場
で
う
け
て
く
だ

さ
い
。

〔
一
回
目
〕

１１
日
　
祐Л
後
小
学
校

‐２
日
　
祐猟
後
北
小
学
校

‐３
日
　
羽
犬
塚
小
学
校

‐７
日
　
水
田
小
学
校

・
西
牟
四
小
学
校

‐８
日
　
松
原
小
学
校

・
古
島
小
学
校

‐９
日
　
一
一川
小
学
校

・
下
妻
小
学
校

２０
日
　
古
川
小
学
校

・
水
洗
小
学
校

団
乳
児
検
診

２７
日
、
対
象
は
五
十
八
年

一
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
で
す
。

園

一
歳
半
児
相
談

６
日

・
９
日
、
対
象
は
五
十
六
年
十
月

生
れ
の
お
子
さ
ん
で
す
。

予
防
接
種
を
う
け
る
と
き
は
熟
を
は

か
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

乳
幼
児
の
場
合
、
母
子
手
帳
と
添
付

し
て
い
る
該
当
の
″問
診
票
″
に
必
ず
記

入
押
印
し
て
、
受
付
に
だ
し
て
く
だ
さ

い
。
な
る
、
問
診
票
が
つ
い
て
い
な
い
と

き
は
印
か
ん
を
持

っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

衛
生
行
事
は
、
い
ず
れ
も
保
健
セ

ン
タ
ー
で
。
受
付
は
、
年
後

一
時

三
十
分
か
ら
二
時
三
十
分
ま
で
で

す
。
遅
れ
な
い
よ
う
に
お
い
で
く

だ
さ
い
。

ガ

ン

検

診

の

申
し
込
み
は
今
す
ぐ
に

春
の
胃
ガ
ン
検
診
の
申
し
込
み
を
受

付
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
余
裕
が
あ
り
ま

す
の
で
す
ぐ
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

「ガ
ン
」
は
知
ら
な
い
う
ち
に
で
き
て

い
る
こ
と
が
多
く
、
定
期
的
に
検
診
を

受
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
自
分
自
身

の
た
め
だ
け
で
な
く
、
家
族
や
社
会
に

対
す
る
責
任
を
果
た
す
と
い
う
意
味
か

。
‐３
日
の
四
日
間
、
保
健

行
い
ま
す
。
希
望
者
は
衛

生
課

（電
③
四

一
一
一
有
四
二
三
二
）

ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

風
し
ん
の
予
防
接
種
は

５

月

い

っ
ぱ

い

に

最
近
、
風
し
ん
は
昭
和
三
十
四
年
、

四
十
年
、
五
十
年
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
三
～

三
年
に
わ
た

っ
て
、
全
国
的
な
流
行
が

み
ら
れ
ま
し
た
。

風
し
ん
は
幼
児
、
学
童
を
中
心
と
し

た
軽
い
感
染
症
で
す
。
と
こ
ろ
が
妊
娠

早
期
に
か
か
る
と
先
天
性
異
常
児
が
生

ま
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。
で
す
か

ら
予
防
接
種
が
必
要
な
わ
け
で
す
。

市
で
は
、
昭
和
五
十
二
年
か
ら
、
中

学
三
年
女
子
を
対
象
に
定
期
接
種
を
行

っ
て
い
ま
す
が
、
五
十

一
年
以
前
に
中

学
校
を
卒
業
さ
れ
た
方
で
、
風
し
ん
に

か
か

っ
た
こ
と
の
な
い
妊
娠
可
能
な
婦

人
を
対
象
と
し
て
、
現
在
は
八
女
医
師

会
で
予
防
接
種
を
行

っ
て
い
ま
す
。

希
望
さ
れ
る
方
は
衛
生
課
へ
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
自
分
は
風
し
ん
に
か
か
っ
た

こ
と
が
な
い
と
思

っ
て
い
て
も
、
知
ら

な
い
う
ち
に
感
染
し
て
い
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。
健
康
な
人
で
も
抗
体
検
査
を

し
て
確
か
め
る
こ
と
も
よ
い
で
し
ょ
つ
。

団
日
時
　
五
月
の
第
二
、
第
四
人
曜
日

と
六
月
十
四
日

（火
）
午
後

一
時
二
十

分
か
ら
二
時
二
十
分
ま
で
。

団
場
所
　
八
女
医
師
会
館

団
料
金
　
四
千
円

詳
し
く
は
衛
生
課
（電
③
四

一
一
一
）

保
険
衛
生
係
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

防
接
種
　
□
馬
問
田
健
康
相
談

胃
ガ
ン
検
診
　
□
日
本
脳
炎
予

防
接
種
　
□
健
康
相
談

日
本
脳
炎
予
防
接
種

18

日
20 19
日 日

31

日

― 乳

歳

半
児

児
検
相

談 診

２４

日

２５

日

２６

日

２７

日

だ誡
よ

セ 10で が ら
ン ・ す さ ″

ず 義｀
務
お
′′

お と
い 考
に え
示1  
｀

用 こ
し の
た 機
い 会
も を
の の

夕 11
1  ・

で 12

(7)



広 報 ち く ご

久 留 米 か す り 、 タ オ ル

綿入はんてんの広告塔が建つ

縦 2m、 横 6mの看板を三方に向けた高
さ7mの広告塔を市商工観光課が羽犬塚小
学校の北西にあたる場所 (鹿児島本線沿い)

に立てた。総工費は 1試万円。

看板部分はブルーの下地に水色で「CH
IKUGO」 の文字、筑後市特産「久留米
かすり、タオル、綿人はんてん」と鮮やか

なオレンジ色で書かれている。広告塔で筑

後市のイメージアップを期待している。

雇用促進住宅建設の起正式
鷲寺屋た基

用促進住宅建設の起正式が行われた。

起工式には、主催者の工事請負業者のほ

か、日中虎市市長、市議、地元関係者約80

人が出席した。この住宅は鉄筋 5階建 2棟

80戸延べ 4,862ド と集会所など167∬ で、

総工費 6億 2,700万円。来年2月 に完成予

定。入居申し込みは12月 から、入居は3月

の予定です。

●
ヽ
●
　
　
一
●
一
´
一
一
　
　
　
　
．
．
、
　
　
　
．
．
．
●
一
●
●
●
●
一
一
一
一

，

醐
妙

摯

,

プ 患星毛B自

ペ

(8)

長

昭和 58年 5月 1日  349号

市

民

大

学

講

座

の

ご

あ

ん

な

い

身
近
な
く
ら
し
や
地
域
の
課
題
な

ど
、
生
活
に
必
要
な
専
門
知
識
を
学
び

正
し
い
判
断
力
と
、
も
の
の
見
方
、
考

え
方
を
つ
ち
か
い
、
あ
わ
せ
て
市
民
意

識
を
高
め
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

自
ら
学
び
、
自
ら
を
高
め
よ
う
と
思

っ
て
い
る
人
は
、
受
講
し
ま
せ
ん
か
。

市
内
に
住
む
か
、
勤
め
て
い
る
人
で

期
間
中
続
け
て
出
席
で
き
る
人
な
ら
、

ど
な
た
で
も
自
由
で
す
。

◇
会
場
　
勤
労
婦
人
セ
ン
タ
ー

◇
講
座
期
間
　
五
月
二
十
六
日

（本
）

開
講
式
、
六
月
か
ら
来
年
二
月
八
日

（木
）
の
閉
講
式
ま
で
の
毎
月
第
二

・

第
二
木
曜
日
、
計
十
六
回
。

◇
時
間
　
午
後
六
時
半
～
八
時
半

◇
定
員
　
エハ
十
人

（定
員
を
超
え
た
と

き
は
先
着
順
と
し
ま
す
）

◇
受
講
料
　
無
料
。
た
だ
し
、
テ
キ
ス

卜
代
を
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

◇
申
し
込
み
　
五
月
二
十
日
ま
で
、
市

中
央
公
民
館
（動
労
婦
人
セ
ン
タ
ー
内
）

電
話
③
二
五

一
六
番
へ
。

手

芸

講

座

に

参

加

し

ま

せ

ん

か

ふ
れ
て
み
よ
う
手
づ
く
り
の
世
界

み
ん
な
で
仲
よ
く
、
楽
し
い
手
芸

く
ら
し
の
基
本
を
大
事
に
し
、
家
庭

生
活
を
よ
り
豊
か
に
、
よ
り
充
実
し
た

も
の
に
す
る
た
め
、
家
庭
に
眠

っ
て
い

る
廃
物
を
再
利
用
な
さ
っ
て
は
い
か
が

で
す
か
／

市
内
に
住
む
か
勤
め
て
い
る
婦
人
な

ら
ど
な
た
も
参
加
で
き
ま
す
。

◇
会
場
　
勤
労
婦
人
セ
ン
タ
ー

◇
講
座
期
間
　
摩男
一
部
（
１０
時
～
１２
時
）

５
月
１７

・
３‐
日
、
６
月
、
７
月
の
第
１

第
３
火
曜
日
の
計
六
回

第
二
部

（
１８
時
３０
分
～
２０
時
３０
分
）

５
月
２４
日
、
６
月
、
７
月
の
第
２
、
第

３
火
曜
日
、
８
月
９
日
の
計
六
回

◇
定
員
　
四
十
人

◇
受
講
料
　
無
料

（附
属
品
、
実
費
を

徴
収
し
ま
す
）

◇
申
し
込
み
　
五
月
十
二
日
ま
で
、
市

勤
労
セ
ン
タ
ー

（電
③
一
一五

三
〇

ヘ

あ
な
た
は

″子
育
て
″

に
自
信
が
あ
り
ま
す
か

い
ろ
い
ろ
な
情
報
に
ふ
り
ま
わ
さ
れ

な
い
で
、
あ
な
た
の
育
児
法
を
み
つ
け

て
み
ま
せ
ん
か
。
中
央
公
民
館
で
は
、

専
門
の
先
生
を
招
い
て
優
し
く
、
わ
か

り
や
す
く

″子
育
て
″
を
学
ぶ

「
明
日

の
親
の
た
め
の
学
級
」
を
開
き
ま
す
。

お

一
人
で
、
ご
夫
婦
で
、
あ
る
い
は

お
腹
の
赤
ち
ゃ
ん
と
三
人
お
揃
い
で
、

気
軽
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

″

は

か

り

″

の

定

期

検

査

営
業
に
使
っ
て
い
る

ルは
か
り
″
は

毎
年
検
査
を
う
け
な
い
と
使
う
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

福
岡
県
計
量
検
定
所
と
市
商
工
観
光

課
で
は
、
次
の
と
お
り
は
か
り

（計
量

器
）
の
定
期
検
査
を
し
ま
す
。
い
ず
れ

か
の
会
場
で
必
ず
う
け
て
く
だ
さ
い
。

５
月
１２
日
　
１０
時
～
１６
時
＝
市
役
所

５
月
１３
日
　
１０
時
～
１６
時
＝
農
協
会
館

詳
し
く
は
、
市
商
工
観
光
課

（電
③

四

一
一
一
）
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

か

ら

だ

の

不

自

由

な

人

の

巡

回

相

談

福
岡
県
と
市
福
祉
事
務
所
で
は
、
か

ら
だ
の
不
自
由
な
人
の
巡
回
相
談
を
行

い
ま
す
。

相
談
は
、
①
目
や
耳
、
手
、
足
な
ど

が
不
自
由
で
新
し
く

「身
体
障
害
者
手

帳
」
が
ほ
し
い
人
や
障
害
の
程
度
が
変

っ
た
人
。
②
橘
装
具
の
交
付
や
修
理
を

を
う
け
た
い
人
。
③
そ
の
他
身
体
の
障

害
で
困
っ
て
い
る
人
や
　
・④
結
婚
相
談

な
ど
を
受
け
付
け
ま
す
。
相
談
は
無
料

で
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◇
同
時
　
五
月
十
九
日

（木
）
午
前
十

時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

◇
場
所
　
勤
労
婦
人
セ
ン
タ
ー
三
階

（軽
運
動
室
）

◇
持
っ
て
く
る
も
の
　
身
体
障
害
者
手

帳
と
印
か
ん
。
結
婚
相
談
に
は
住
民
票

と
写
真
二
枚
。

詳
し
く
は
市
福
祉
事
務
所
福
祉
係
ヘ

エ
事

指

名

業

者

と

落
札
金
額
を
公
表
し
ま
す

五
月
か
ら
発
注
す
る
工
事
な
ど
の
う

ち
、
予
定
金
額
と
落
札
金
額
が
五
百
万

円
を
超
え
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
指
名

業
者
と
落
札
金
額
、
落
札
業
者
を
公
表

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

公
表
の
方
法
、
場
所
は
次
の
と
お
り

◇
方
法
　
閲
覧
方
式

（指
名
業
者
に
つ

い
て
は
指
名
の
翌
日
か
ら
）

◇
場
所
　
市
会
計
課
、
管
財
係
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人権擁護委員制度を

ご存知ですか

月 1日は人権擁護委員の日

広 報 ち く ご

昭
和
二
十
四
年

六
月

一
日
に
人
権

擁
護
委
員
法
が
施

行
さ
れ
、
国
民
の

基
本
的
人
権
を
擁

護
し
見
守
る
、
い

わ
ば
民
間
人
に
よ

る
人
権
の
番
人
の

機
関
が
誕
生
し
ま

し
た
。
こ
れ
が
人
権
擁
護
委
員
に
よ

る
人
権
擁
護
委
員
制
度
の
始
ま
り
で

す
。今
年
は
、
国
連
で
世
界
人
権
宣
言

が
採
択
さ
れ
て
三
十
五
周
年
に
当
た

り
ま
す
。
こ
れ
を
記
念
し
て
全
国
の

人
権
擁
護
委
員
は
、

「人
権
擁
護
委

員
の
日
、
六
月

一
日
」
を
中
心
に
、

一
層
の
人
権
思
想
の
啓
発
に
努
め
る

こ
と
を
申
し
合
わ
せ
て
い
ま
す
。

本
市
で
は
、
次
の
方
が
法
務
大
臣

か
ら
委
嘱
さ
れ
て
い
ま
す
。
相
談
は

無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
欠
塚
区
　
永ヽ
松
伍

一
郎
さ
ん

○
鶴
田
区
　
日
村
　
辰
巳
さ
ん

ｏ
流
　
区
　
紫
原
　
　
真
さ
ん

○
久
富
区
　
山
下
　
勇
助
さ
ん

勤
労
婦
人
セ
ン
タ
ー
定
例
講
座
案
内

婦
人
大
学
Ａ
（２４
日
）、
コ
ー
ラ
ス

講
座
（
６
、
１３
、
２０
、
２７
日
）、
市
民

大
学
講
座
（２６
日
）、
筑
後
校
区
婦
人

学
級
（Ｈ
日
）、
明
日
の
親
の
た
め
の

学
級
（１０
、
２４
日
）、
手
芸
教
室

（１７

２４
、
飩
日
）、
子
ど
も
の
た
め
の
映
画

教
室
（２‐
日
）。

鞘礎
叫
馳
捌
の試験

水
道
工
事
の
責
任
技
術
者
と
二
級
配

管
技
工
の
資
格
試
験
を
し
ま
す
。

試
験
に
合
格
し
た
人
で
な
い
と
、
市

の
水
道
事
業
指
定
工
事
店
に
な
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

〔受
験
資
格
〕

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
て
、
市
内

に
住
む
か
市
水
道
指
定
工
事
店
に
勤
め

て
い
る
人
。

◇
水
道
責
任
技
術
者

ω
　
短
大
以
上
の
理
工
課
程
を
卒
業
し

給
水
装
置
工
事
の
技
術
実
務
経
験
２

年
以
上

⑭
　
短
大
以
上
の
理
工
課
程
以
外
を
卒

業
し
経
験
３
年
以
上

①
　
工
業
高
校
卒
業
で
経
験
４
年
以
上

側
　
工
業
高
校
以
外
の
高
校
卒
業
で
経

験
５
年
以
上

働
　
経
験
７
年
以
上

◇
二
級
配
管
技
エ

ω
　
給
水
装
置
工
事
の
技
術
実
務
経
験

３
年
以
上

②
　
職
業
訓
練
法
の
二
級
技
能
士

（配

管
）
の
資
格
を
持
っ
て
い
る
人

〔申
込
期
間
〕

五
月
九
日
か
ら
二
十
日
ま
で
に
市
水

道
局

（電
③
四

一
一
一
内
線
二
三
〇
）

へ
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

春
の
畜
犬
登
録
と

狂
犬
病
予
防
注
射
（
二
回
目
）

八
女
保
健
所
、
市
衛
生
課
で
は
、
前

回
注
射
も
れ
と
な
っ
た
犬
を
対
象
に
、

次
の
と
お
り
注
射
を
し
ま
す
。

２３
日
　
１０
時
～
１０
時
３０
分
＝
農
協
古
川

支
所
で
、
１１
時
～
１１
時
３０
分
＝
農
協
水

田
支
所
で
、
１３
時
３０
分
～
１４
時
＝
寛
元

寺
公
民
館
で
、
１４
時
３０
分
～
１５
時
＝

一

条
公
民
館
で
。

２４
口
　
９
時
３０
分
～
１１
時
３０
分
と
１３
時

～
・５
時
＝
市
役
所
前
で
。

生
後
三
ヵ
月
以
上
の
犬
は
必
ず
登
録

と
注
射
を
う
け
て
く
だ
さ
い
。

登
録
料
二
千
百
円
、
注
射
料
千
百
六

十
円
が
必
要
で
す
。

3月 の人の動き

出 生    40人
死 亡    37人
人口計 42,476人
(前月より74人減)
男   20,322人
女  22,154人
世帯数 10,777戸
住民基本台帳から

3月 の交通事故状況

発生作数 22件 (56)

負傷者数 23人 (73)

死亡者数 0人 (o)
※ ( )内は 1月 から3

月までの累計です。

◎死亡事故「ゼロ」は93

日 (3月 31日現在)

憂 鳥 週 間
5月 10～ 16日

鳥との共存をめざして

水道工事は指定店で

「l■L水道の新設、増設、

修理などは指定店ヘ

tヽ

花剰 ‖の郷場跡に記念碑
国彊現擢

線と交差しているあたりに郷場 (ご うば)

と呼ばれるところがあります。郷場とは、

藩制時代の米の集荷場、つまり当時の農民

たちが藩主に納める米を集め、久留米へ送

り出すところであったわけです。

集められた米は、まず役員に検査され、

それから小さな船にのせられて花宗川を若

津 (現大川市)ま で下ります。ここで別の

船に積みなおされて筑後川を久留米までの

ぼっていったとぃうことです。

この郷場跡がいつまでも忘れられないよ

うにと、このほど筑後ライオンズクラブ

(吉田正会長)が記念碑を建てたものです。

筑後耳ヒ打ヽ学校 が開校  筑後晃経
校が7日の入学式を前に開校式が行われた。

開校式には児童たちをはじめ、先生、市、

教委、市民など約 400人が出席して、市で

12番目の小学校の誕生を祝った。

児童代表が「力を合わせ、立派な伝統を

つくろう」と元気なあいさつがあった。

(9)
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家
庭
と

文
化
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一一一一一一一一一一一一一一一一一

チ
ン
・
ト
ン
・
シ
ャ
ン
と
口
三
味

線
か
ら
始
め
て
早
や
二
年
、
現
在
は

名
取
り
が
誕
生
す
る
な
ど
、
す
ば
ら

し
く
成
長
し
て
い
る
三
味
線
ク
ラ
ブ

藤
本
美
津
典
会

「熊
野
教
室
」
の
メ

ン
バ
ー
を
紹
介
し
ま
す
。

チ
ビ
ッ
子
か
ら
お
年
寄
ま
で

こ
の
教
室
の
メ
ン
バ
ー
は
、
小
学

四
年
生
の
川
原
恵
子
さ
ん
を
最
年
少

に
、
住
吉
達
巳
さ
ん

（６５
歳
）
ま
で

チ
ビ
ッ
子
か
ら
お
年
寄
ま
で
と
幅
が

広
く
、
和
気
あ
い
あ
い
。
原
智
恵
子

さ
ん

（中
３
）、牛
島
真
由
美
さ
ん

（

中
３
）、住
吉
責
子
さ
ん

（高
３
）、川

原
恵
子
さ
ん

（小
４
）、川
原
順
子
さ

ん

（中
２
）、永
延
静
香
さ
ん
奪
画
３
）

の
六
人
が
小

。
中

・
高
校
生
。
堤
玉

代
さ
ん
、
紫
原
船

江
さ
ん
、
日
中
キ

ヨ
子
さ
ん
、
馬
場

清
子
さ
ん
、
塚
本

和
子
さ
ん
、
日
中

マ
サ
エ
さ
ん
、
田

中
キ
ミ
エ
さ
ん
、
名
取
り
に
な

っ
た

永
延
清
子
さ
ん
の
人
人
が
ご
婦
人
。

男
性
で
は
日
中
秀
行
さ
ん
、
日
中
則

雄
さ
ん
、
住
吉
達
巳
さ
ん
の
二
人
で

合
計
十
七
人
が
熱
心
に
練
習
に
励
ん

で
い
る
。

練
習
は
、
毎
週
土
曜
日
の
夜
八
時

か
ら
十
時
ま
で
の
二
時
間
、
同
教
室

の
代
表
田
中
則
雄
さ
ん
の
家
で
、
糸

が
切
れ
る
ほ
ど

″バ
チ
″
を
持
つ
手

に
力
が
入
っ
た
練
習
で
す
。

名
取
り
に
な
っ
た
″一永
延
さ
ん
″

練
習
が
実
を
結
び
、
師
匠
さ
ん
か

ら
芸
名
を
許
さ
れ
て
「藤
本
美
津
香
」

の
芸
名
を
受
け
、
師
匠
さ
ん
の
助
手

と
し
て
活
躍
し
て
い
る
永
延
清
子
さ

ん
は
、
こ
の
教

室
の
誇
り
。
名

取
り
に
な

っ
た

永
延
さ
ん
は
、

「辛
抱
強
く
練

習
す
れ
ば
誰
で

も
な
れ
ま
す
よ
」
と
、
は
に
か
み
な

が
ら
喜
び
を
語
っ
て
く
れ
た
。

藤
本
美
津
典
会
は

「熊
野
教
室
」

を
は
じ
め
、
八
女
市
、
八
女
郡
に
、

十
数
室
、
会
員
数
は
約
百
人
で
住
吉

達
巳
さ
ん
が
会
長
を
務
め
て
い
る
。

「熊
野
教
室
」
で
は
、
民
謡
は
も

ち
ろ
ん
童
謡
か
ら
歌
謡
曲
ま
で
、
約

五
十
曲
を
マ
ス
タ
ー
。
現
在
は

「
め

だ
か
の
兄
弟
」
、

「り
ん
ご
節
」
、

「東
京
音
頭
」
な
ど
、
老
い
も
若
き

も

一
緒
に
、
楽
し
み
な
が
ら
練
習
し

て
い
ま
す
。

テ

レ

ビ

に

出

演

お
と
な
よ
り
も
子
ど
も
た
ち
が
、

上
達
が
早
く
、
チ
ビ
ッ
子
に
つ
い
て

い
く
に
は
、
三
倍
も
三
倍
も
練
習
し

な
い
と
ダ
メ
で
す
と
は
壮
年
の
会
員

昨
年
四
月
に
は
、
テ
レ
ビ

（春
休

み
チ
ビ
ッ
子
大
会
）
に
出
演
す
る
な

ど
チ
ビ
ッ
子
の
上
達
ぶ
り
に
藤
本
美

津
典

（本
名
＝
川
原
英
典
）
師
匠
は

手
放
し
で
喜
ん
で
い
る
。

ま
た
、
お
と
な
も
チ
ビ
ッ
子
も
、

市
の
文
化
祭
や
各
地
で
開
か
れ
る
民

謡
大
会
な
ど
で
練
習
の
腕
前
を
披
露

し
て
い
る
。

「始
め
る
こ
と
は
簡
単
で
す
が
、趣

味
と
し
て
辛
抱
強
く
続
け
て
ほ
し
い

も
の
で
す
。」
と
藤
本
美
津
典
師
匠
。

冷
凍
食
品
　
そ
の
②

冷
凍
食
品
は
保
存
の
き
く
食
品
で

す
が
、
買
っ
て
す
ぐ
解
凍

・
調
理
す

る
食
品
の
ほ
か
は
、
マ
イ
ナ
ス
十
五

度
以
下
の
冷
凍
庫
で
保
存
す
れ
ば
品

質
が
保
て
ま
す
。
し
か
し
、
家
庭
用

の
冷
凍
庫
は
容
量
が
小
さ
く
、
開
閉

も
頻
繁
な
の
で
、
保
存
期
間
は
三
～

三
ヵ
月
を
限
度
と
す
る
の
が
よ
い
で

し
ょ
う
。
ま
た
、
冷
凍
庫
の
開
閉
は

控
え
め
に
し
ま
す
。

最
近
の
冷
凍
庫
に
は
、
急
速
冷
凍

の
で
き
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
便
利

に
は
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
が
、
い
っ

た
ん
解
凍
し
た
冷
凍
食
品
を
再
び
凍

ら
せ
る
の
は
避
け
た
い
も
の
で
す
。

再
冷
凍
す
る
と
、
食
品
の
う
ま
味

や
成
分

・
栄
養
素
が
損
な
わ
れ
、
品

質
が
悪
く
な
る
ば
か
り
で
な
く
早
く

腐

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
く
れ
ぐ
れ
も

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

カットは絵画グループ「泉」

村 田   美 (大和)
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く五彦鞘却贈誠よ舟む迎
〔児童向き〕 ○斉藤隆介「天の笛」
Oも りひさし「くまさぶろう」 Oグ

リム「つむぎのひげのおうさま」

O今江祥智「そこがちょっとちがう

んだ」 Oレ オ・レオニ「フレデリ
ック」 ○斉藤正三「書物と印刷の
文化史」 〇富山和子「森は生きて

いる」 ○島原落穂「けわしい坂」
○堀直子「つの笛がひびく」

〔一般向き〕 〇北,II幸比古「手づ
くりの絵本」 ○アラン「人生論集」
○高階秀爾「ルネッサンス夜話」

○加藤一郎「'83暮 らしのための法

律」 O辻嘉―「旬を盛る。春」
O向井敏「虹をつくる男たち」 ○
司馬遼太郎「劾ぶが如く」 ○池波
正太郎「一年の風景」

▽
グ
ル
ー
プ
紹
介

△
⑩

シ
リ
ー
ズ
私
た
ち
の
仲
間

「
三
味
線
ク
ラ
ブ
」

藤
本
美
津
典
会
「熊
野
数
室
」

ちくE子ども劇用ほ学年部5月例会

□ 生活の知恵 口

保

存

方

法

と き●5月 16日 l月}開場6:00開演6:こ0
ところ。筑佳市民会囲
後 撲/筑後市教育委員会  筑後市PTA連合会
筑後市小中学技長会 福岡県教職員組合八女支部
八女市教育委員会

連絡先/ち くご子 ども劇場  合 3-6999

助

サ

′

110)


